
流山市次期総合計画の策定に向けた検討が始まりました！

市では、「本市がどんなまちを目指すのか」という将来ビジョンを定める総合計画の策
定を進めています。
そこで、次期総合計画の策定状況を市民の皆さまにお知らせするため、「明日の流山を

考える～流山市次期総合計画だより～」をこのたび発行することとなりました。
第１号では、総合計画のことや将来のまちづくりの基本方針に大きな影響を与える市の

将来人口推計についてお知らせします。

○本市の総合計画は、昭和33（1958）年に新町建設計画を策定したことにはじまり、そ
の後も時代に合わせたまちづくりの基本方針を定め自治体経営を進めてきました。

総合計画についてなに？

○総合計画は、基本構想、基本計画、実施計画の３層構造とします。
 基本構想･･･「流山市がどんなまちを目指すのか」という将来ビジョンを定めます。
 基本計画･･･基本構想を受けて施策の基本的方向を示します。

（平成32（2020）年から10年間）
 実施計画･･･施策を達成するための事業を整理したものです。３年計画を毎年の予算

編成に合わせて見直ししていきます。

総合計画はどんな構成なの？

図表1 次期総合計画の構成（案）

総合計画は、流山市の最上位計画として、行政運営を総合的かつ計画的に進めるための基
本となる指針を示すものです。政策課題を含め、本市の事業について戦略的な市政経営を行
うため、流山市自治基本条例第22条第１項の規定に基づき策定します。

流山市自治基本条例（抜粋）
第22条 市長は、総合的かつ計画的な市政運営を行うため、流山市の最上
位計画として基本構想、基本計画及び実施計画を内容とする総合計画（以
下「総合計画」という。）を策定します。

２ 市長は総合計画における基本構想のほか、その直近の下位計画である基
本計画についても、議会の議決を経なければなりません。

３ 市長は、社会経済情勢等が大きく変化し、総合計画の内容との間にかい
離が生じたときは、これを見直すものとします。

４ 市が行う政策は、総合計画に根拠を置かなければなりません。
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含めて検討する。

○平成12（2000）年に策定した現総合計画は、平成31（2019）年度に目標年次を迎
えますが、引き続き（仮称）三郷流山橋・都市軸道路やつくばエクスプレス沿線整備
備、校舎の建設及び増築、消防本部・中央消防署の移転整備、公共施設総合管理計画
に基づく公共施設等の老朽化対策、さらには子育て環境の整備や高齢社会への対応など
の政策課題を抱えていることから、それらの課題に計画的に取り組む
ためにも必要な計画です。

後期基本計画



○次期総合計画の策定にあたっては、広く市民の皆さまからご意見をいただきながら検討
を進めていきます。

○次期総合計画は平成29（2017）年度から3年で策定します。

どのように策定するの？

策定スケジュールは？

※ 現時点での想定ですので、今後変更となる可能性があります。

図表3 次期総合計画策定のスケジュール

図表2 次期総合計画の策定体制
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【流山市の人口構造の変化】
本市の人口を年少人口（15歳未満）、生産年齢人口（15～64歳人口）、老年人口
（65歳以上）の3つに区分すると、老年人口の割合（高齢化率）の伸びは緩やかである
一方、老年人口は、約7,800人増加（2017年:43,629人→2030年:51,411人）する
ことが見込まれます。

本市における平成29（2017）年と平成42（2030）年の年齢5歳階級別人口を比較す
ると、子育て世代、高齢者が同時に増加することが見込まれます。（図表5・6）

また、現在の人口のボリュームゾーンとなっている30～40歳代人口が40～50歳代に
推移し、人口の構造が大きく変化することが見込まれます。（図表5・6）

【流山市の人口推移と将来人口推計の概要】
本市の人口は、市制施行から50年を経過し、平成30（2018）年4月には約18万7千
人となっています。

本市の人口は、我が国全体の人口増加に比例し、右肩上がりに増え、平成７（1995）
年頃までは大きく増加しました。我が国全体の人口は、平成17（2005）年から減少に
転じ、多くの自治体で人口減少傾向となっていますが、本市の人口は、つくばエクスプ
レス沿線整備の影響もあり、現在も増加傾向にあります。

今後も、順調に増加を続け、平成34（2022）年頃に20万人を突破すると見込まれま
すが、平成39（2027）年（中位推計：206,069人）頃をピークに本市の人口も減少
傾向となることが推計されています。（図表4）

○現在、市を取り巻く現状と課題について調査・分析を進めています。この調査・分析の
なかで明らかになってきた現状と課題のうち、計画策定の基本フレームとなる将来人口
推計を行いました。

将来人口推計を行いました（その１）

図表4 将来人口推計の推移（2012～2030年）

図表5 5歳階級別人口の比較（2017年実績、2030年推計）
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【平成30年6月】
 無作為抽出型市民会議（～流山の明日を語ろう～トーキングカフェ）を実施します。
 事業者懇談会を実施します。
 流山市総合計画審議会の市民委員を募集（２９日締切）しています。

【平成30年8月ごろ】
 中学生から意見聴取を実施します。

お知らせ・今後の予定

将来人口推計を行いました（その２）

図表6 人口ピラミッドの比較（2017年実績、2030年推計）

図表7 「～流山の明日を語ろう～トーキングカフェ」案内（イメージ）
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